· 自然現象及び自然環境を理解するための方法に関して 

山口 功 03.07.15.
□ 『自然と人間の関わり』という視点から、そのベースとなる自然現象を理解する方法として「第四紀学」「地生態学」で自然環境を整理してみたい

□ エコ･シビルエンジニアリング研究会の『自然の営みを探る研究グループ』からの提案を支える、「地理学的視点および地理学的手法」の具体的な方法を「第四紀学」および「地生態学」を考えている。

□ 「第四紀学」の要旨

　地球46億年のうち、最近の200万年を「第四紀」という。「人類の出現する層準を第四紀の始まりとする」をとりあえずの定義としている。我々の生活や生産の主要舞台となっている大地の細かな起伏は、大部分が第四紀に形成されてきた。人類は、第四紀の変化する自然環境の中で生活し、労働を通じて環境を変化させつつ、進化してきた。その段階は、農耕の開始以来増大し、さらに工業化に伴ってますます拡大してきた。第四紀学は、「氷期･間氷期」、「気候変動」、「海水準変動」、「気候地形」、「生物群の変化」、「山地･丘陵地･台地･沖積平野の形成」、「火山･地震」、「人類の進化と石器文化」、「人間による自然改変」といった内容を対象としている。そこから知恵をもらう！

□ 「地生態学」の要旨

　地生態学は、「この岩石はこういう風化･侵食を受けた結果、こういう地形(又は堆積物)をつくりだした。その結果、このような森林なり、植物群落なりが成立した」といった因果関係を説明することにある。1993年の環境基本法、1997年の環境影響評価法の制定にともない、大規模開発の際に環境アセスメントが義務付けられた。そこで重視されたのが「生態系」であり、その骨格が、地形･地質、水文、土壌などの環境条件と生物群との関わりの把握である。これが地生態学の目標そのものである。「自然」は、山ごとの環境条件の違いを反映し、それぞれ個性をもち、また地域性をもっている。「地生態学」は、生態学と共同して、この多様性に富む「自然」をそのままの形で把握しようとする学問である。つまり、自然の総合的な把握を目指すものである。山地を構成する地質は、プレートの動きや、隆起･侵食作用の働き方が異なるため、できる地形に違いが生じる。その結果、土壌の厚さや型、水分条件、斜面崩壊の発生頻度なども異なり、最終的にそこに乗る森林の種類や組織までが異なってくるのである。このように、地生態学は自然環境を総合的に把握し説明するものであるから、土木工学などと連携する価値が高く、重要と考える。

□「第四紀学」とは

▽第四紀はおよそ200万年前にはじまり、我々が生きている現在までを含む最新の地質時代をいう。地球46億年の歴史からみるとごくわずかな時間である。

　(注：因みに、地球46億年を１日とすると、第四紀200万年は最後の38秒にあたり、地球を１年とすると第四紀は最後の４時間に相当する。一方、感覚的に年代スケールを理解するには、46億円、200万円、１万円などと金銭に換算するとわかりやすい)

▽第四紀は短い地質時代であるが、地球の歴史の中で特別の重要な意味をもっている。人類が生まれ進化してきたのはまさにこの時代であり、我々を取り巻いている自然環境もほとんどが、この時代に直接由来している。例えば、現在我々の生活や生産の主要舞台となっている大地の細かな起伏は、大部分が第四紀に形成されている。海陸の分布や気団の配置、動植物の分布なども第四紀を通じて大きく変化しつつ、現在のように定まってきた。また我々を悩ますさまざまな自然災害も第四紀の環境の変遷と密接に結びついている。人類は、第四紀の変化する自然環境の中で生活し、労働を通じて環境を変化させつつ進化してきた。その段階は農耕の開始以来増大し、さらに工業化に伴ってますます大きくなってきている。

▽第四紀を特徴づけている条件として気候変化と海水準の変動、ならびに地殻変動があげられる。⑴このうち最も重要なのは気候変化、とくに氷床が形成される寒冷化である。ヨーロッパでは中生代から第三紀にかけての約2億年間、気候は比較的一様で温暖であったが、第三紀の後半から気温が低下しはじめ、第四紀に入ると著しい寒冷期が何回か出現するようになった。これは北半球での氷床の拡大に対応するもので、いわゆる氷河時代と呼ばれる。氷河時代の中･低緯度地方は寒冷化もそれほど著しいものではなく、むしろ乾湿の変化として現れている。⑵北ヨーロッパや北アメリカの氷床生成と消滅に応じて地球全体にわたって海面の降下と上昇が生じた。これが第四紀を特徴づける第二の要件である海水準の変動である。汎地球的なこの変動を通じて海岸の地形や海岸平野、大陸棚などが形成された。⑶第三の要件である地殻変動は場所によって差が大きい。日本列島やインドネシアなどの弧状列島やヒマラヤ山脈で活発に行われた。この運動は現在も継続中で、断層や地震を伴い、島弧ではさらに火山活動も伴っている。

▽第四紀に関して、完全な定義はまだなく模索中でもある。「第四紀」という語はQuaternaryの訳語で、第四番目の時代という意味である。地質学が未発達だった19世紀には、地質時代はPrimary、Secondary、Tertiary、Quaternaryと順序を表す言葉で呼ばれ、Quaternaryは新しい堆積物、とくに現生種の化石や氷河性堆積物で特徴づけられる新しい時代を指していた。主な定義は、

　『人類の出現する層準を第四紀の始まりとする』地質時代の区分はその時代時代を代表する生物(化石)の出現･繁茂と消滅または衰退に基づいて行うのが一般的である。古生代、中生代といった大区分や石炭紀、白亜紀などの細分化された区分もこの考え方に基づいている。人類は何と行っても第四紀を代表する生物である。第四紀はおよそ200万年とされるが、それは人類(ホモ・ハビリス)の起源が200万年前とされるからである。しかし人類の化石が出現する地層がきわめてまれでから、この定義を実際に使うのはかなり難しい。

　その他にも、「第四紀型の化石による」、「氷床の形成による」、「第四紀層の下限の不整合による」といった定義があるが、これらは適用できる地域が限られるなどの問題点がある。

▽第四季は更新世と完新世に二分される。完新世は200万年のうち１万年としているが、最終氷期以降の植生の変化に注目し、それから推定される急激な気温上昇の始まった時期ということで決着している。また海洋底コアや氷床コアの分析からも、地球規模の急速な温暖化が明らかになっており、現在のような温暖な気候が定着した時代が完新世だったといえる。
▽第四紀学が扱う範囲は、氷期･間氷期、気候変動、海水準変動、気候地形、生物群の変化、山地･丘陵地･台地･沖積平野の形成、火山･地震、人類の進化と石器文化、人間による自然改変といった「自然現象、自然環境、自然災害、自然と人間の関わり」などを対象としている。よって、ここから智恵を学ぶ。
出典：『自然環境の生い立ち［第三版］－第四紀と現在－』から

　　　　　　1979.04.10. 初版出版　 2003.04.01. 第三版第3刷　　朝倉書店

参考文献等：

□「地生態学」とは

▽1993年に環境基本法が制定され、1997年に環境影響評価法が制定された。
これにより国などが大規模な開発行為を行うときは、環境アセスメントを実施することが義務付けられたが、そこで重視されているのは従来の貴重種、希少種の保護ということだけではなく、「生態系」である。その骨格となっているのは、地形･地質、水文、土壌などの環境条件と生物群集との関わりの把握である。これは地生態学の目標そのものにほかならない。地生態学に対する社会的な需要はますます増えるであろう。地生態学は、あらゆる学問分野において分化がどんどん進みつつある現在、それとは逆に、自然の総合的な把握を目指すという性格をもっている。
▽私たちが山や丘陵地でみることのできる「自然」は、予想以上に多様性に富んでいる。山は花崗岩とか砂岩とかいった何らかの基盤の岩石で構成されている。氷河時代を含む長い年月にわたる風化や侵食の結果、基盤岩には谷が刻まれ、谷と尾根との間には斜面ができた。斜面は傾斜をもち、また水平方向にも凹凸を繰り返して支尾根と沢をつくりだす。斜面上にはそれぞれの場所に応じた斜面堆積物や土壌が乗り、それに根を張って木や草が生育する。そしてそれらはまとまって、いくつかのタイプの森林を形づくる。森林には昆虫が生活し、それらを鳥やクモ類などが捕食する。ヘビや大小の哺乳類、さらには猛禽類もやってくる。また土壌中にはさまざまの土壌動物が棲み、倒木にはキノコやカビの類が生育する。こうして森林生態系ができる。山地斜面に雨が降ると一部は蒸発し、一部は表流水として流れ去る。しかし一部は土壌に浸透し、さらに土壌中や基盤岩の空隙を伝わって地下水になっていく。そして水は再び沢のどこかで湧き出し、サワガニやサンショウウオ、ときにはヤマメなどを養うことになる。斜面上で起こっているさまざまなプロセスの、生物の活動のうち、思いつくものだけでも、極めて多数にのぼる。そしてこれらはすべて同時平行の形で進行しており、それが生(なま)の「自然」を構成しているのである。
▽この「自然」は山ごとの環境条件の違いを反映して、それぞれ個性をもち、また地域性をもっている。似た自然はあっても、一つとして同じ自然はないといってもよい。「地生態学」は、生態学と共同してこの多様性に富む「自然」
をそのままの形で把握しようとする学問分野である。しかし「自然」を構成するさまざまな要素の中でも、基盤の地質は特に重要な地位を占める。山地を構成する地質はプレートの動きや隆起･侵食の結果、場所によって異なっている。地質(又は岩石)が異なると、風化や侵食作用の働き方が異なるために、できる地形には顕著な違いが生じる。その結果、土壌の厚さや型、水分条件、あるいは斜面崩壊の発生頻度なども異なってきて、最終的にはその上に乗る森林の種類や組成までが異なってくる。つまり基盤としての地質は、その上に乗る生態系全体の性質を左右してしまうような性格をもっているのである。
「なぜ、そこに、この植物があるのか」ということを説明しようとする立場からは、地質は侵食や堆積の結果生じた地形とともに、地生態系の構造全体を支配する、最も重要な因子となる。同じ標高でも、ある地質地域では岩がちで急峻な地形をつくるのに、別の地質の場合はゆるやかな地形をつくりだす。当然その上に生育する樹木の種類も異なってくるといった具合である。

▽地生態学の将来を考えると、エコトープの設定に止まらず、さまざまの因子をつないで「説明する」作業をすることが重要である。地生態学は、具体的に「この岩石はこういう風化･侵食を受けた結果、こういう地形(又は堆積物)をつくりだした。その結果、このような森林なり植物群落なりが成立した」といった因果関係の説明をすることである。ここまでいかなければ、地生態学といっても諸分野の単なる寄せ集めに過ぎず、地生態学に求められている課題に答えたことにならない。
▽地生態学の研究方法は、地形、表層物質、地質、気候、雪、水、植生からのアプローチによって、それぞれの因果関係を把握することである。エコトープや景観･地生態学図で表現することもあるが、実はこの因果関係を説明することである。実際の景観･環境の保全に関しての具体的な研究と実践例は、「夕張岳、前岳湿原の保全･管理のために地生態学研究」「北アルプス、室堂平における観光と景観収支」「丘のまち美瑛の景観変遷と観光」「仙台周辺の丘陵地の植生と景観」「琵琶湖･南湖東岸域の景観変遷と景観収支」「多摩川源流域の森林立地に関する地形･地質学的研究」などがあり、実践(具体的な説明)を前提とする。

出典：『景観の分析と保護のための「地生態学入門」』　横山秀司編

　　　　　　　　　　　　　　2002年02月11日 初版第1刷発行　古今書院

　　　第2章「地生態学研究法」 2-3「地質学からのアプローチ」小泉武栄から

参考文献等：

自主研究の基盤考　　　　　　　　　　　　　　2003.3.16.
· 「いなぎをフィールドにした“エコ･ミュージアム”」生活基盤編

Ⅰ．フィールド基盤編（すべての研究の土台となる）

· 地形・地質　　　　　　第四紀学

· 水文・気候　　　　　　　　⇓　　　　自然地理学

· 植生・生態系　　　　　地生態学
Ⅱ．生活の場基盤編（生活の場を制約する条件）

· 丘陵部

· 低地部

· 河川部
Ⅲ．生活の場の土地利用編（生活･環境分野の研究対象）

· 湧水・用水　（人間の関与による変遷）

· 農地・里山　（人間の関与による変遷）

· 宅地・都市化（自然・地形改変）
□「いなぎエコマップ（環境マップ）」の作成と活用方法
Ⅰ．自然環境編

· 地形･地質

· 気象、水循環、緑地

· 植物、動物、生態系
Ⅱ．地球環境編

· 地球温暖化、オゾン層破壊

· 酸性雨

· 資源･エネルギー等
Ⅲ．くらし環境編

· 大気、水質、土壌、緑化、地盤沈下、災害危険区域、ハザードマップ

· 騒音、振動、悪臭、廃棄物、建造物の影響、有害化学物質、上下水道

· 水辺、公園、ｵｰﾌﾟﾝｽﾍﾟｰｽ、景観、歴史遺産、人口、文化、その他負荷等
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